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　室見河畔公園の福祉訓練指導員として6年従事し、福祉訓練事業の終了に伴い当事業所に異動して6年がたちます。当事業所の立ち上げに携わり、新規作業を模索し、福祉訓練生の皆さんとハーブ石けんを試作したことを懐かしく思います。現在は、それぞれ新たな場所で充実した日々を過ごされていると思いますが、当時は、ご本人とご家族ともに環境が変わることに大きな不安を感じたことと思います。また、サービスを利用するにあたり、制度の理解や区役所での手続き、受給者証の申請、事業所との契約等、初めてのことも多く大変だったと思います。
　そうした家族との二人三脚でひまわりパーク六本松は開所となり、アート作業と簡易作業を行っています。アートは、植物園の福祉訓練指導員が余暇などの時間に福祉訓練生へ絵を教えていたこともあり、商品化につながりました。最初は、アートで収益を上げることができるのか半信半疑だったご家族も今では心強い応援団です。簡易作業は、ご家族から企業を紹介していただきスタートすることが出来ました。
　当初、平均年齢42歳だった利用者の方も、今年度で47歳となりました。利用者の方の出勤率は高く、毎日元気に通勤されているのは、ご家族の協力もあり実現できていることと思います。平均年齢50歳も間近になり、ご本人やご家族の高齢化は避けては通れない道であり、今後どのように関わっていくべきか大きな課題です。今年度は、将来に向け、短期入所の見学や利用された方が多く見られました。今まで、離れて生活することに不安を感じていたご家族も、ご本人が「楽しかった。ご飯もおいしかった。夜も眠れたよ。」との報告を聞いて安心された方が多かったのではないでしょうか。ご本人の希望や生活に合わせて、継続して利用されている方も増えています。
[bookmark: _GoBack]　私自身は今年度よりサービス管理責任者となりましたが、以前は就労移行支援員として、利用者の方と履歴書作成や面接の練習をしたり、ハローワークを利用したりとマンツーマンで支援を行っていました。ご家族とは連絡帳や電話を通して情報を共有し、ご本人が見学や面接に行く際の準備、通勤経路の同行等ご協力いただき円滑に進みました。就職活動を通して、数名の方が一般就労や就労継続支援A型事業所に移られました。時々、保護者会のイベントを通してご本人やご家族とお会いすることもあり、お元気な様子を伺えると嬉しく思います。また、ご本人たちは、仕事がお休みの日に事業所に立ち寄って利用者の方と過ごされ、カタログが出るとTシャツやカレンダーを購入してくださいます。
現在は、サービス管理責任者として担当者会議等でご家族と顔を合わせる機会が増えました。日頃の生活や作業の様子、他利用者の方や職員との関わりを伝え事業所での様子を知って頂く機会となっています。お話しする上で、専門的な言葉はできるだけ使わず、分かりやすい言葉で具体的に説明することを心掛けています。また、利用者の方に満足いくサービスを提供するだけでなく、ご家族が生活する中で疲れやストレスを溜めることがないよう力になりたいと考えています。これからも、ご本人やご家族がさまざまな問題に直面したとき、頼れる場所のひとつとなり、早期解決に努めていきたいと思います。その為には、相談しやすい環境作りとご家族との信頼関係を深めていきたいと考えています。
